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ü 腫瘍微小環境内のCD39陽性PD-1陽性CD8T細胞、特にその疲
弊前駆T細胞は、食道癌におけるニボルマブの治療効果決定因
子となる

ü 同時多染色ツールによる腫瘍微小環境の空間解析は複雑な腫
瘍微小環境下におけるCD8陽性T細胞の空間特性を明らかにし
、詳細な空間動態の解明につながる

ü 特に、TLSおよびその周囲にはこれらの疲弊前駆T細胞が偏在し
、TLSが腫瘍への免疫維持に寄与している可能性を示唆する

ü 末梢血中の疲弊前駆T細胞の免疫反応は全身性の免疫再活性
化を反映しており、局所にとどまらないことが示唆される

： CD39陽性疲弊前駆T細胞はICBの効果決定に寄与し、局所及び全身性の抗腫瘍効果に関与す
る

本研究は免疫学的理解に基づいたICB関連の新規バイマーカー確立に寄与しうる

Imaging mass cytometry (IMC)

Hyperion®

imaging system

同時マルチ染色によって、
TLSを含むヘテロな腫瘍微小環境を描出

腫瘍微小環境を構成するシングルセルの個々のフェノタイプと
それらの空間特性を統合した解析が可能

ü IMC ICB
ü
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